交流で深める文学的文章の授業づくり : ハンス ウイルヘルム「ずうっと、ずっと、大すきだよ」（光村・一年下）の実践を通して by 小出, 真規
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一
　
研究の目的と意図
交流で深めるとは、子供同士が自らの考えをやりとりし
ながら他者の考えにふれ、そのことに触発されることでより作品を読み深めていく姿、また、読み深めていくために「
言葉による見方・考え方」を働かせたり、 「見方・考え
方」の有用性 自覚し、それを拡充し りしていく姿を想定している。本研究においては、特に「子供同士が自らの考えをやりと しながら他者の考えにふれ」の部分に焦点を当てて研究を進めてきている。この交流部分が効果的機能してこそ、読みや「見方・考え方」の面での深ま が期待できると考えるからである。　
山元隆春（
2014 ）によるとマーサー （
N
eil M
aercer ）は、
話し合うことと考えること めぐっては、次 三つの方法があるとしている。
・論争的会話
意見の食い違いや個人の意思決定が幅をきかせ、話
し合ったことを蓄えたり、意見に対する建設的な批評を提供したりしようとはしないもの。
・累積的会話
他の人たちが言ったことに対して否定せず、肯定的
にものを言う会話。 「共通の知識」を蓄えていくために用いられるものである。他者とのつながりの意識が低い、発想を広げていくような「拡散的 なものと、他者とのつながりの意識が高い、課題を追究 て くような「連鎖的」なものがある
・探究的会話
話合いの参加者たちがそれぞれ他の人の考えに対し
て、批判しながら建設的に取 組む会話。ある一つ課題を協同で掘り下げていくようなものとなる。根拠をもとに互いの考えを検討したり調整したりすること
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二
　
研究の仮説
子供が授業において、
「累積的コミュニケーション能力」
と「探究的コミュニケーション能力」を発揮させている姿（累積的会話と探究的会話）を発達段階ごとに以下の表のように措定し、その姿を目指した指導方法の工夫を図る。なお、累積的会話は全学年段階、探究的会話はその端緒が中学年から見られると考える。
を経て、結論を出していく。一つの考えに対していろいろな観点から検討し合ったり、いくつかの考えを統合したりといった思考活動が営まれる。
マーサーによると両者の違いはあくまでもやり方であっ
て、累積的会話から探究的会話へと発達していくと言っているわけではない。しかしながら両者を質的に見た場合、「探究的会話」がより生産的であり、この会話のみが知識をより公的に確かめることが可能であり、理由付けが会話の中により明確に表れるとマーサーは述べている。そ 、学校教育にお て伸ばすことができるのは、それぞれの会話を支える「累積的コミュニケーション能力」と「探究的コミュニケーション能力」である。 （以上
　
山元隆春）
子供同士の効果的な交流としてここで当てはまるのは、
「累積的会話」と「探究的会話 考える。す わち、授業を通して「累積的コミュニケーション能力」と「探究的コミュニケーション能力」を発揮させながら話し合いを進め、その結果と 読みや 見方・考え方 の面での深まりに至る姿を求めていきたい。コミュニケーション能力の育成という面でいうなら、直接的 それを狙う取り立て指導も国語科の学習におい は位置付けられるが、本研究においては、 「読むこと」の指導の中においてその力を発揮し いる姿を目指して研究を進めていくこととす 。
累積的会話
探究的会話
低学年
・積極的に自分の考えを話す・友達の考えを素直に最後ま
で聞く
・同意の反応を返す・友達の考えを繰り して自
分の考えとして話す
・友達の考えを聞いて思いつ
いたことを話す
中学年 （低学年の姿に加えて）・進んで話し合いに加わり自
分の考えを話す
・前の発言と関連づけながら
聞く
・同意、感想などの反応を返す・友達の考えを聞いて問い返す・話題に沿って付け足す・友達の考えを自分 理解に
よって言い換える
・友達の考えを聞き、納得で
きないところを質問する
・友達の考えと自分の考えの共
通点や相違点を考えて聞く
・友達の考え 理由や根拠
聞き、賛成 反対の意思を示す
・賛成や反対について 自分
の考えを根拠や理由を示しながら話す
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きる物語である。
一人称視点での語りは、学習者に対して読みやすさをも
たらし、学習者が物語に入り込み、臨場感をもちながら読み進めていくことを可能にしている。叙述に、 「ぼく」の気持ちが直接的に述べられ ところは少ないが 会話文や行動、また、挿絵から「ぼく」の心情を読みやすい物語である。特に挿絵については、原典が絵本ということもあり、学習者の読みに作用するものが豊富に構成されている。一方で一人称視点での語りがゆえに説明的描写表現がほとんどなく、学習者が「なぜだろう」といった疑問をもちやすい特性ももっている。
本単元では、物語に出会ってもったそうした疑問を学級
全体で共有し、それを「みんなで話し合っ かいけつしよう」という学習課題としてとらえ、二次の学習を展開していく。疑問を解決 ようとす 話し合いの中で 文章に向き合い、 「ぼく」のエルフに対する深い愛情や大切な存在に対して自分の心 言葉にして伝え ことの大切さについて読み深めていきた 。　⑵単元構想　
①単元名
　
みんなで
　
はなしあって
　
かいけつしよう
　
②学習材
　「ずうっと、ずっと、大すきだよ
　　　　　　
ハンス
　
ウイルヘルム
　
光村図書一年下
三
　
研究の内容
⑴学習材の特性
本学習材の登場人物は、一年生と同年代と思われる「ぼ
く」であり、 「ぼく」を語り手とした一人称視点で物語が語られていく。 「ぼく」が飼い犬である「エルフ」と心を通わせながら共に成長してきたこと、エルフが先に年老いてしまい死んでしまうこと、 エルフの死を予感する中で 「ずうっとずっと大すきだよ」と言葉に出して伝え続けたことなどが語られる中で、 「ぼく」は 無自覚的な描かれ方ではあるが、大切なことに気付いていく。物語終盤で見られる「ぼく」の言動からは、確かな心の成長を読むことがで
累積的会話
探究的会話
高学年 （中学年までの姿に加えて）・話し合いが停滞しそうな時
でも新たな切り口を見つけて話し合いを続けていこうとする
・次にどう発言すべきか考え
ながら聞く
・具体例を挙げて内容を鮮明
にしたり、一般化して内容をまとめたりする
・友達の考えの不足している
ところに自分の考えを付加する
（中学年の姿に加えて）・友達の発言が話題に沿って
いるか判断しながら聞く
・複数の考え 共通点や相違
点をもとに、互いの考えを分類したり整理したりする
・根拠や理由を明確にしなが
ら自分の考えを主張したり相手の考えに反論したりし、互いに納得できる考えを導こうとする
・友達の考えから自分の考え
を見直し、修正する
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の気持ちを考えながら、疑問について話し合う
　　　
第３時
　
場面３（
P
58, 59 ）を読み、 「ぼく」の気持
ちを考えながら、疑問について話し合う
　　　
第４時
　
場面４（
P
60, 61 ）を読み、 「ぼく」の気持
ちを考えながら、疑問について話し合う
　　　
第５時
　
全文を読み返し、最後の疑問「世界で一番すばらしい犬」について考える
　　
第三次
　「だいじょうぶ
　
だいじょうぶ」 （いとうひろ
し）を読んで、言葉にして心を伝えることの大切さについて考える
　⑶指導方法の工夫　
①学習課題の設定
第一次で動物を飼っている経験や飼いたいと思ってい
る動物について話し合うことで、動物を飼うことについての喜びや大変さについてイメージを共有できるようにする。一年生 とっ 動物を飼う いうことは、自分の生活に引き寄せてイメージを広げやすい話題だと考え 。動物を飼うって楽しそうだなといった感想が広がってきた段階で本学習材に出会う。主人公である同年代の男の子と飼い犬であ エルフについての物語は、一年生にとって、同化、共感しながら意欲的に読み進め いくこと
　　　　　　
「だいじょうぶ
　
だいじょうぶ」
いとう
　
ひろし
　
講談社
　
③単元の目標
○登場人物の会話文や行動等に着目しながら、 「ぼく」
のエルフに対する思いの強さを読むことができる。
【知識・技能】
○「ぼく」のエルフに対する思いを考えながら読み、
感想から立ち上がった疑問について自分なりの考えをもつことができる。
【思考・判断・表現】
○自分の考えを発表したり、友達の考えを聞いたりし
ながら疑問について話し合おうとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　
④単元計画（全十時間）
　　
第一次
　
学習材に出会い学習課題をつかむ
　　　
第１時
　
動物を飼った経験や飼いたいと思っている動物について話し合う
　　　
第２時
　
作品に出会い、感想をもつ
　　　
第３時
　
感想を出し合って学習課題を決める
　　
第二次
　
学習場面ごとに、疑問について話し合う
　　　
第１時
　
場面１（最初～
P
55L
1 ）を読み、 「ぼく」
の気持ちを考えながら、疑問について話し合う
　　　
第２時
　
場面２（
P
55L
2 ～
P
57L
3 ）を読み、 「ぼく」
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ていたら教えてあげて」などとやりとりの姿によって意図的に声かけを行っていく。こうした指導方法の工夫によって、前掲した表に措定する一年生としての累積的会話の姿が見られるようにし きたい。
　
③全体で 交流活動について
授業の後半部分では、グループトークで話し合った内
容を全体で交流しな ら疑問についての考えを深めていく。
主な指導方法としては、他のグループの考えを聞く必
然性を引き出す状況設定、教師の問 返 （コミュニケーションの足場づくり） 、板書の工夫などである。教師の問い返しについては、 「もう一度、だれか説明してくれないかな」 、 「それでよかった？」 、 「付け足しがあったら教えて」など子供同士のやりとりを支える目的で行う。板書については、教師 関与のもと、各グループの考えが端的に位置付くようにすることで 他者の考 を自分の考えとしてとらえることへ 支援としていく。全体での交流においても、一年生と ての累積的会話の姿が見られるようにしていきた 。
　
④学級コミュニケーション文化について　
学級コミュニケーション文化とは、教室におけるいわ
ができる内容である。作品を一読した子供たちは、エルフの死に悲しみつつも、 「ぼく」のやさしさについて心をよせていく。一方 、そんな「ぼく」の行動や言葉については、一人称視点で語られている作品の特性もあって、 「どうしてかな」という疑問も抱きやすい。初発の感想では、共感や悲しみを取り上げつつ、疑問について焦点化して取り扱い 「 んなの疑問をみんなで話し合って解決しよう」という課題を立ち上げて学習を進めていく。
　
②グループでの交流活動について
学級全員で共有した疑問については二次の各時間で場
面ごとに読むことを通して考えていく。二次の各時間は、概ね授業の前半部分を三人組によるグループトークの時間として展開していく。その際には、今まで出し合ってきた話し合いの言葉を話型化したリストカードを手元に用意する、疑問 つい 話し合った を記入しやすいレイアウトに たワークシートを用いる、子供同士の話すこと、聞くこ に対する教師の声かけなどの工夫を行って く。
教師の声かけについては、子供同士のやりとりを詳細
に見取った上で行うように 。 「本文 どの からそう思ったのか聞いてみよう」 「同じようなことを思っ
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の家で飼っている生き物について話題が広がっていった。そこで、 「飼っている（飼 たい）生き物の紹介をしよう」というめあ で第一時目の学習を行った。ノートに絵や名前、種類などを表してから発表タイムを取り、話題の共有を図った。飼っている子供に対しては、「どんなお世話をしているのかな」 、飼ってみたいという子供に対しては、「もし夢が ったらどんな気持ちでお世話をするのかな」などと、生き物を飼うことにつ てのイメージを広げていき、「生き のは大変なときもあるけど、楽しそう」とまとめ 行った。　
第二時では、前時の想
ゆる学習規律であったり、約束事、あるいは不文律といった学校社会特有のコミュニケーションに関する行動様式を指す。本研究テーマに関わる範囲では、本学級において、次のような内容の定着を図ってきている。
・一人ではなくて、みんなで話し合って学習する・話を聞く時は、話す人の方を向いて、最後まで聞く・みんなに聞こえる声で話す・友達の発表には、反応を返す（主に肯定的反応）・付け足し、反対のハンドサイン・
 みんなに尋ねたいことについては、 「どうですか」の言葉を最後に付けて発表する
などである。まだまだ十分な姿が見られない場面も多いが、累積的会話の発生する学習を進めていくためには、育てておくことが必要な部 である。年間を通して継続的に育てておきたい姿であ 。
　⑷指導の実際　
①第一次第１～３時
　　
《学習材に出会い学習課題をつかむ》　
単元の導入として「ハリーのセーター」の読み聞か
せを行った。ハリーのかわ らしさや もしろさが際立つ絵本であり、読み聞かせ後に「生き物を飼うのって楽しそうだね」と話題をふると子供の自宅や祖父母
【第一次第３時　板書】
挿絵エリア
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前時に決めた学習課題を全員で振り返った後、順番
に疑問を考えていくことを確認した。その後、本時場面の本文とその本文に合わせて、疑問を吹き出しの形で板書 示した。
　　
本時の疑問
一
　
どうして一緒に夢が見られるのか。どんな夢を見たのか
二
　
しかっていながら好きってどういうこと
　
本文を一斉に音読した後、まずは挿絵からわかるこ
とについて発表し合う時間を設けた。本文にある「ぼくたちは、いっしょに大きくなった」の中身として挿絵を読む必要があると考えてのことである 子供は、「ぼく」やエルフが生まれた頃から一緒に大きくなってきたことの中身について挿絵をもとに語ってきた。たくさんの時間を一緒に過ご てきたことがはっきりとしてきた段階でワークシートを配布し、本時の疑問を考える時間をとった。
疑問を考える時間については、三人組で相談しなが
ら疑問に対す 答え 考えていくようにした。今までペアで相談タイムを行ってきた経験を頼りに三人組での話し合いを行ったが、一年生にとって 一人増えた
起を行った後、本学習材に出会った。教師の範読後に感想を尋ねると、主人公である「ぼく」に対して共感的な感想が目立った。子供が物語の具体的な場面を挙げた感想を述べた際に 教師が、 「どうしてそうしたのかな」と投げかけると、 「どうしてだろう」といった疑問が広がっていっ 。そこで、めあてを いいなあと思うところや、どうしてだろうと思うとこ を見つけよう」 して、教科書へ感想シール（色丸シール）を貼る活動を行った。子供は次々とシールを貼りながら、 「いいなあ や「どうし なあ」 感じるところを見つけて った。続い 第三時で、 を発表し合った。板書に示し 物語の全文に子供の感想を赤丸で表しながら共有を図 最終 にいくつかの「どうしてかなあ」という疑問が集約され位置付 た。授業の最終場面ではそれらの疑問 「みんなで話し合って解決しよう」という学習課題としてとらえた。 「みんなで話し合って」という子供 意識については ペアで話し合う活動を繰り返して行ってき ことで自然とそうした意識に向かうこ できたと考える
　
②第二次第１時
　　
《
場面１（最初～
P
55L
1 ）を読み、 「ぼく」の気持ち
を考えながら疑問について話し合い解決する》
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教師が要点を代書したカードを板書に貼り付ける際には、似た考えの近くに次のカード貼るために、発表者以外の子供でどこに貼るのか意見を出すという約束にしておくことで、他グループの考えを聞く必然性が高まるようにした。
板書に各グループの考えが位置付いた段階で、 「ど
の考えがいいかな」と教師が問いかけた。似た考えのまとまりごとに挙手を求め 後、挙手の多かった「…一緒に生きてい から一緒に夢を見た」について「どれくらい一緒にいたのかな」と問いかけると「生まれてからずっと 」 「長 時間一緒に生きてきている」 「一緒に生きているから一緒に夢が見られ 」などと発言してきた。そこで っしょ いう言葉着目させて、 本文中 出 く 回数 （本時場面 三回）を確認した後、 「ぼくは、どうして何度も って言っているのかな と問いかけた。子供 は「ずうっと一緒に大きくなっ き 大切だから」との発言があった。教師から、 「どういうことかな？だれ くわしく教えて」と問い返す 「ぼくとエルフはずうっと一緒に大きくな 思 出も くさんあって大切」 「どちらも夢に出 くるくらい大切」と 読み し 深まっていった。　
学習のまとめとしては、 「ぼくとエルフはずうっと
ことで上手く進まない状況も見られた。予想以上の時間がかかってしまったが、疑問一についてのグループの答えをまとめることができた段階で発表の時間をとった。グループで発表した内容の要点を教師がカードに代書し、板書に位置付けていった。 「一緒に寝ているから」 「たまた 似た夢を見 から」などの考えや「気持ちが一緒だから一緒の夢を見た」 「ぼくの夢にはエルフが、エルフの夢にはぼくが出てきた。一緒に生きているから一緒に夢を見た」とった考えが板書に位置付いていった。なお、
【第二次第１時　ワークシート】
挿絵エリア
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う際に見て役立つようにすると同時に授業の終末においては、話し合い方を振り返るツールとしても役立てた。以下授業の概要を記す。
　　
本時の疑問
　
一
　
どうしてぼくの部
　　
屋で寝なくちゃい
　　
けないのかな
二
　
エルフは、わかっ
　　
てくれたかな
　　
※疑問二は、授業
　　　
終盤に全体で話
　　　
し合った
　　　
グループでの主な考え・ぼくの犬だから世話をし
ないといけない
・じゅういさんに頼まれた
から
・エルフが過ごしやすいか
ら
・ぼくが のことを好
一緒に大きくなってきて、おたがい夢に出てくるくらい大切に思っている」と子供の言葉を使って板書に示した。また大切な本文の言葉を「いっしょに」として位置付けた。
　　　　　
③第二次第２時
　
　　
《
場面２（
P
55L
2 ～
P
57L
3 ）を読み、 「ぼく」の気持ち
を考えながら疑問について話し合い解決する》前時では、三人組での話し合いや発表の仕方などに
ついて子供に戸惑いが見られたが、この時間からは徐々に慣れて話し合がうまく進む場面が多く見られるようになっていった。
また、本時終了後に
は、話し合いで効果的であった役立つ言葉について、意見を出し合い、 「話し合う時に使いたい言葉」としてリストカード化し、子供一人一人が手元に持てるようにした。話し合
【第２次第２時　話合いの言葉リストカード】
【第二次第２時　板書】
挿絵エリア
－ 25 －
・ずうっと大好きだよって伝えたから
　　
深まった読み・エルフとの思い出の場所で家族の近くだからお庭に
埋めた。エルフには毎晩、言葉にして大好きだよって伝えたから気持ちがらくだった。
　
⑤第二次第４時
　　
《
場面４（
P
60 ～
P
61 ）を読み、 「ぼく」の気持ちを考
えながら疑問について話し合い解決する》
　　
本時の疑問
一
　
どうして「いらない」 っていったのかな
二
　
どうしておもいでのバスケットをあげちゃったのかな
　　　　
　　　
グループでの主な考え・他に飼いたい動物がいるから・エルフが大切だから・エルフが庭に るから・小さい時から一緒にいたエルフが大好きだから・三匹飼っているとなりの子がバスケットがいるから・エルフが死んじゃったからもうあげた・庭に出ればエルフに会かえから
きだから
・エルフもぼくが好きだから
　　
深まった読み・ぼくは のいのちのために力をつくした。エル
フが大好きだから言葉で伝えた。エルフはわかってくれたよ。
　
④第二次第３時
　
　　
《
場面３（
P
58 ～
P
59 ）を読み、 「ぼく」の気持ちを考
えながら疑問について話し合い解決する》
　　
本時の疑問
一
　
どうしてにわにうめたのかな
二
　
どうしてきもちがらくだったのかな
　　　　
　　　
グループでの主な考え・庭しかなかったから庭に埋めた・お墓が遠かったから庭に埋めた・お墓だとさみしい・ぼくの大切な犬だから・庭はエルフと遊んだ思 出の場所だから・庭だといつでも一緒にいられるから・お世話が終わったから気持ちが楽になった
－ 26 －
・エルフの思い出は心の中に残っているから
　　
深まった読み・エルフは死んでしまったけど、 「ぼく」の心の中に
ずっと生きている。
　
⑥第二次第５時
　　
《最後の疑問について話し合い解決する》
　　
本時の疑問
一
　
世界で一番すばらしいってどういう意味なのかな
　　　
グループでの主な考え・エルフは何でもでき
るから
・ずっと一緒に生きて
きたから
・ずっと大好きだよっ
て言ってやった
・思い出がたくさんあ
るから
・死んでしまっても大　
好きだから
【第二次第４時　板書】
【第二次第４時　ワークシート】
【第二次第５時　ワークシート】
挿絵
エリア
挿絵
エリア
挿絵
エリア
挿絵エリア
挿絵
エリア
－ 27 －
は読みが深まっていく様子が見られた。友達の考えを聞いて、自分たちの考えより納得できる考えに目が向くということは、全体での累積的会話の一つの姿であると考える。一年生の子供たちは、テキストからもつ自分の読みを正確に表す ができない。言葉を適切に選んで言語化する段階において求められる語彙力や判断力がまだまだ未熟なためである。不十分な読みが集まっている中でも、より妥当性のある読みへと目が向いて、そ 読みについて教師の発問などにより、考えを深めていくことはできていたと感じている。教師の発問をきっかけとし 子供の新たな考えについては、他の友達がそれ 受け取って自分の言葉で自分の考えとして述べられるように問い返すことを心掛け 。友達の考えを聞いてそれを自分の考えとして発言する子供の姿は多く観察できた。そうした点で考えるなら考えを広げる教師の 返しの工夫は有効な指導方法 あったといえる。　
本研究については、小学校の一年生段階だけで実践を行
って結論を得るという類のものではなく、今後、中学年高学年へと段階を広げて研究を進めていきたい。とはい 、中・高学年へとつなげて くために一年生でど ような力をつけていくべきなのかという見識も私たちは広げていかなければならない。対話的な学びという語り口では、小学校高学年、中学校での実践が多く見られる。その姿を支え
・死んでしまったけど、心の中にずっといるから
　　
深まった読み・エルフは死んでしまったけど、 「ぼく」の心の中に
はずっと残っている。これからもずうっとずっと大好き。
四
　
まとめ
　
　
二次の授業を通して、グループでの話し合いと全体での
話し合いで累積的会話の姿を目指した。グループでの話し合いでは、三人がそれぞれ疑問に対する考えを述べ、それをまとめてグループの意見とする姿を理想としたが、自分の考えを強く主張する子供の考えがグループの となったり、根拠が本文ではなく自分たち 経験に基づくものとなったりするなど不十分な読みが構成されることも少なくなかっ 。それぞれの子供が進んで自分の考え 述べたり、友達の考えを聞いたりするという点では累積的会話の姿が見られたと考えるが、いくつかの考えをまとめて一つの考えとして表すという行為を子供たちだけで行うということについては難しさがあった。教師による声かけ 工夫については行ったもの 全体 カバーするに 遠く至らなかった。この点については反省点として改善を考えたい。　
しかしながら、グループの考えを出し合った後、そ 中
からより自分が納得できる考えを選ぶという段階にお て
－ 28 －
る小学校低学年段階での実践が比較的少ないという実情に対しては、いくらかのプラスもあったのではないかと感じている。いずれにせよ、子供同士のグループでのやりとりについての詳細な記録は得ることができておらず、その点につい の改善を図る必要性も痛感しているところ ある。反省点 は周囲の協力を などして改善していきながら引き続き今後も研究を重ねていきたい。引用・参考文献山元隆春ほか
　
位藤紀美子
　
監修（
2014 ）
「言語コミュニケーション能力を育てる」世界思想社
　　　　　　　　　　　　　　　　
（附属小学校
　
教員）
